
平成２７年度知多地区学校図書館研究会第３回研究会 

 

 平成２８年１月２９日（金）、愛知県立

半田農業高等学校にて今年度３回目の

地区図書館研究会が開催されました。 

 今回は、精文館書店員である久田かお

り氏を講師にお招きし、書店で人気のあ

る本の傾向や本を求めに来る高校生の

現状など、非常にわかりやすくお話しい

ただきました。 

 久田氏は、仕事として毎月１５～２０

冊近くは読むそうですが、フリーペーパーに紹介する本については、あくまで自分の熱い思

いを大事にしているそうです。課題図書についてもあまり受けが良くないことがあって、オ

リジナルの課題図書を選定して特集しているそうです。手作りのポップなども見せていた

だきましたが、好きだからこそできる、好きでなければできないことだなあと感じました。 

  

また、高校生に限らず、最近人気の本はライトノベル、いわゆる「ラノベ」だそうで、確

かにラノベは普通の本を１０冊に薄めたような、似たような話が延々と続く内容なのかも

しれないが、学校図書館で「ラノベ禁止」としてしまうと、本を読む機会を減らしてしまう



のではないか、まずはラノベからでも、本を手にとってもらうことが大事なのではないかと

おっしゃっていたのが印象的でした。 

  

質疑応答の時間では、ポップ作りのコツや、展示の工夫、棚のメンテナンスの方法など、

学校図書館においてもあてはまりそうなヒントを多数教えていただきました。 

 

〔話題に上がった本〕 

・本屋大賞の本（ノミネート作も）…『君の膵臓を食べたい』（住野よる、双葉社） 

                 『羊と鋼の森』（宮下奈都、文藝春秋） 

・『THE BOOKS green』→中高生に読んで欲しい本を書店員３６５人が１冊ずつ紹介し 

ている。別バージョン「白」は大人向け。 

 

 


